
年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・民主政治の基本原理
・日本社会の基本原理

【知識・技能】
　テスト
【思考・判断・表現】　
　テスト・課題等
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

〇 〇

定期考査

定期考査

評価規準 知 思

〇

【知識・技能】
　テスト
【思考・判断・表現】　
　テスト・課題等
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

〇

〇 〇

1

態

1

A　公共の扉
⑶　公共的な空間における基本原理
【知識及び技能】
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主
主義，法の支配，自由・権利と責任・義
務など，公共的な空間における基本的原
理を理解する。
・日本国憲法の基本原理や保障されてい
る権利を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・個人と社会との関わりを多面的・多角
的に考察する。
・日本国憲法の基礎にある考え方に着目
し，公共的な空間における基本的原理と
の関連を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・民主政治が自らの生活とかかわってい
ることを理解し，民主社会に主体的に生
きる人間のあり方生き方について思索を
深めている。
・日本国憲法で保障されている権利が理
解でき，自らの生き方と権利を結びつけ
ることができている。

〇 〇

・近代西洋思想
・生命倫理

〇

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

１
学
期

A　公共の扉
⑴　公共的な空間を作る私たち
【知識及び技能】
・青年期は自立や自律をはかる重要な時
期であることを理解できている。
・伝統や文化，宗教などを背景にして現
代の社会が成り立っていることを理解す
る。
・古代から近代の日本の思想家の思想内
容を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・自己形成の課題について考察する。
・先哲の思想や伝統，文化，宗教が自分
自身の生き方に与えている影響に気付く
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自らを成長させる人間としての在り方
生き方とはどのようなものか主体的に追
求している。
・先哲の思想や生き方から自分自身の生
き方を検証し，参考にできることはない
か主体的に追究している。
　

・青年期
・古代哲学、宗教
・日本の思想

【知識・技能】
　テスト
【思考・判断・表現】　
　テスト・課題等
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

〇 〇 〇 8

A　公共の扉
⑵　公共的な空間における人間としての
在り方生き方
【知識及び技能】
・近世・近代・現代の世界の思想家の思
想内容を理解する。
・生命科学の進展などの事象を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・先哲の思想や生き方から自分自身の生
き方を検証し，公共的な空間を作る主体
としての自己の生き方について考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・選択・判断の手掛かりとなる考え方を
使って，現代の諸課題を主体的に追究し
ている。

8

〇 〇 〇 8

高等学校 令和５年度（１２学年用） 教科

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解するとともに，諸
資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的
に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会
に生きる人間としての在り方生き方についての自覚
や，公共的な空間に生き国民主権を担う公民として，
自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相
互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さ
についての自覚などを深める

【学びに向かう力、人間性等】

公民 公共
公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手
掛かりとなる概念や理論について理解するとともに，
諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必
要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けるようにする。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛
かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理
を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正
に判断する力や，合意形成や社会参画を視野に入れな
がら構想したことを議論する力を養う。

高等学校　公共　これからの社会について考える

公民

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したりす
る力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や
深い理解を通して涵養される，人間としての在り方生き方についての自覚や，国民主権を担う公民として，自国を愛し，
その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深め
る。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

（１組～５組　　俵木　　）



B　自立した主体としてよりよい社会の形
成に参画する私たち
⑶　経済に関わる事項
【知識及び技能】
・現代の企業の役割、中小企業や農業の
果たしている役割と現状、産業構造の変
化と職業選択との関係や，雇用・労働問
題について理解する。
・市場経済のメカニズム、各種経済指
標、金融のしくみ、財政の役割、社会保
障について理解する。
・貿易や外国為替相場について，そのし
くみを理解する。
・発展途上国の現状を知り，貧困や飢餓
などの原因や課題を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・需給曲線を使って，どのような場合に
価格が変動するのか考察する。
・経済のグローバル化と相互依存関係が
日本経済にどのような影響を及ぼしてい
るかを考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
・経済社会に主体的に生きる一員とし
て，今後の日本経済について見通しがた
てられている。

・市場経済
・金融
・財政と社会保障
・国際経済

【知識・技能】
　テスト
【思考・判断・表現】　
　テスト・課題等
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

〇 〇

２
学
期

B　自立した主体としてよりよい社会の形
成に参画する私たち
⑴　法に関わる事項
【知識及び技能】
・法や規範の意義や役割を理解する。
・司法権の独立や，国民の司法参加が大
切であることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・裁判員制度がどのような目的で創設さ
れたか考察する。
・裁判によって国民のどのような権利が
守られているのか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近な紛争状況を設定し，それを解決
するためのルール作りを体験的に行うこ
とができる。
・模擬裁判などを通して，司法に関心を
持ち裁判員制度の意義をふまえ積極的に
参画する自覚を持つことができている。

・法と契約
・裁判制度

【知識・技能】
　テスト
【思考・判断・表現】　
　テスト・課題等
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

〇 〇

合計

78

〇

〇 12

定期考査 〇 〇 〇 1

B　自立した主体としてよりよい社会の形
成に参画する私たち
⑵　政治に関わる事項
【知識及び技能】
・地方自治や選挙の仕組み，政党の役割
を理解する
・国際法の意義や国際紛争を解決する機
関の役割、国際連盟・国際連合の組織と
役割、冷戦の成立とその終結後の国際政
治の流れを理解する。
・平和主義を掲げる日本の役割、核軍拡
から核軍縮への流れを、現代の世界の紛
争や人権問題を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
・自分が理想とする選挙制度を選択す
る・
・集団的安全保障がなぜ有効なのか考察
する。
・国連の現状と課題を考察し、国際問題
について自分なりの意見を持ち，他者に
説明する。
【学びに向かう力、人間性等】
・模擬投票などを通して，選挙に積極的
に参加するなど主権者としての自覚を持
つ。
・世界の国際紛争に関心を持つ。
・民族紛争や難民問題など国際政治問題

・選挙制度
・地方自治
・国際政治
・安全保障

【知識・技能】
　テスト
【思考・判断・表現】　
　テスト・課題等
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

〇 〇 〇 12

３
学
期

8

定期考査 〇 〇 〇 1

定期考査 〇 〇 1

8

C　持続可能な社会づくりの主体となる私
たち
【知識及び技能】
・現代社会の諸問題について，その問題
の所在，現状，問題点などが理解する。
・現代社会の諸問題について，探究する
ための資料を収集・選択し，的確に分析
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会の諸問題の解決のために，事
実を基に協働して考察，構想する。
・現代社会の諸問題を多角的・多面的に
考察し，その内容をレポートや口頭発表
などによって的確に表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・さまざまな課題の中で，自己とのかか
わりに注目して主体的に課題を選択し，
探究できている。

・課題探究活動 【知識・技能】
　テスト
【思考・判断・表現】　
　テスト・課題等
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業態度・提出物

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 11

２
学
期

【知識及び技能】
歴史分野の一般教養を身に付ける。　
【思考力、判断力、表現力等】　
現代社会で起きている社会課題につ
いて歴史的な観点を踏まえて考察す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

一般教養（歴史編） 【知識・技能】
・歴史の一般教養を身に付ける。　
【思考・判断・表現】　
・現代社会で起きている社会課題について歴
史的な観点から考察し、自分の言葉で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に授業に参加している。

〇 〇

【知識及び技能】
情報を取捨選択する力を身に付け
る。情報をまとめる力を身に付け
る。　
【思考力、判断力、表現力等】　
探求した事柄について、適切に表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

課題探究活動 【知識・技能】
・自分の興味関心に基づいて課題を設定でき
る。
・情報を取捨選択できる。
・情報をまとめることができる。　
【思考・判断・表現】　
・まとめた内容を適切に表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に授業に参加している。

〇 〇

〇

定期考査 〇 〇 〇 1

課題探究活動 【知識・技能】
・情報を取捨選択できる。
・情報をまとめることができる。　
【思考・判断・表現】　
・まとめた内容を適切に表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に授業に参加している。

〇 〇

１
学
期

【知識及び技能】
地理分野の一般教養を身に付ける。　
【思考力、判断力、表現力等】　
現代社会で起きている社会課題につ
いて地理的な観点から考察すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

一般教養（地理編） 【知識・技能】
・地理の一般教養を身に付ける。　
【思考・判断・表現】　
・現代社会で起きている社会課題について地
理的な観点から考察し、自分の言葉で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に授業に参加している。

〇 〇 〇 10

【知識及び技能】
個人端末の使い方の確認、パワーポ
イントの使い方を理解する。　
【思考力、判断力、表現力等】　
パワーポイントを用いて効果的に表
現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

1
定期考査

7

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 〇 8

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

10

【知識及び技能】
公民分野の一般教養を身に付ける。　
【思考力、判断力、表現力等】　
現代社会で起きている社会課題につ
いて考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

一般教養（公民編） 【知識・技能】
・公民の一般教養を身に付ける。　
【思考・判断・表現】　
・現代社会で起きている社会課題について歴
史的な観点から考察し、自分の言葉で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に授業に参加している。

〇 〇 〇 8

〇

【知識・技能】
・歴史の一般教養を身に付ける。　
【思考・判断・表現】　
・現代社会で起きている社会課題について歴
史的な観点から考察し、自分の言葉で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に授業に参加している。

〇

〇 〇

【知識及び技能】
情報を取捨選択する力を身に付け
る。情報をまとめる力を身に付け
る。　
【思考力、判断力、表現力等】　
探求した事柄について、適切に表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

ICTの使い方
パワーポイントの使い方

高等学校 令和6年度（１２学年用） 教科

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解するとともに，諸資料から
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考
察や深い理解を通して涵養される，人間としての在り方生
き方についての自覚や，国民主権を担う公民として，自国
を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権
を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自
覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 社会科教養

（　俵木　）

公民 社会科教養 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，
経済などに関わる現代の諸課題について理解するととも
に，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けるようにする。

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して
多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断
したりする力や，合意形成や社会参画を視野に入れなが
ら構想したことを議論する力を養う。

なし

公民

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したりする力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解
を通して涵養される，人間としての在り方生き方についての自覚や，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を
図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

社会科教養



〇 11

定期考査 〇 〇 〇 1

9

12

【知識及び技能】
情報を取捨選択する力を身に付け
る。情報をまとめる力を身に付け
る。　
【思考力、判断力、表現力等】　
探求した事柄について、適切に表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

【知識・技能】
・自分の興味関心に基づいて課題を設定でき
る。
・情報を取捨選択できる。
・情報をまとめることができる。　
【思考・判断・表現】　
・まとめた内容を適切に表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に授業に参加している。

〇 〇 〇

〇

３
学
期

【知識及び技能】
時事問題の一般教養を身に付ける。　
【思考力、判断力、表現力等】　
現代社会で起きている社会課題につ
いて考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

一般教養（時事問題編） 【知識・技能】
・時事問題の一般教養を身に付ける。　
【思考・判断・表現】　
・現代社会で起きている社会課題について歴
史的な観点から考察し、自分の言葉で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に授業に参加している。

〇 〇

【知識及び技能】
情報を取捨選択する力を身に付け
る。情報をまとめる力を身に付け
る。　
【思考力、判断力、表現力等】　
探求した事柄について、適切に表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

課題探究活動 【知識・技能】
・自分の興味関心に基づいて課題を設定でき
る。
・情報を取捨選択できる。
・情報をまとめることができる。　
【思考・判断・表現】　
・まとめた内容を適切に表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に授業に参加している。

〇 〇

合計

78

課題探究活動
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知思態 配当時数

１学期

〇〇〇 1

〇〇〇 1期末考査

〇〇〇 7
思 本単元の内容に関して、多面的・多
角的に考察し、表現する。

思 有権者として、社会参画の在り方に
ついて、多面的・多角的に考察し、表現

学 本単元に関する社会的課題を探求し
ようとしている。

態 積極的に授業に参加している。

現代の国際政治

知 本単元の内容に関して理解する。 国際社会と国際法
国際社会の変化
国際連合と国際協力

知 国際社会における戦争観や人権の考
え方が理解できている。

〇〇〇 7
思 本単元の内容に関して、多面的・多
角的に考察し、表現する。

思 人間の安全保障を実現していくため
の取組について、多面的・多角的に考察

学 本単元に関する社会的課題を探求し
ようとしている。

態 積極的に授業に参加している。

中間考査

日本国憲法と基
本的人権

日本国憲法の成立
日本国憲法の基本原理
自由に生きる権利

日本の政治制度
と政治参加

知 本単元の内容に関して理解する。
政治機構と国会
内閣と行政機能の拡大
公正な裁判の保障

知 立法、行政、司法の役割が理解でき
ている。

〇〇〇 7

日本国憲法と基
本的人権

知 本単元の内容に関して理解する。
平等に生きる権利
社会権と参政権・請求権
新しい人権

知 新しい人権とは何か、どのような権
利が主張されているのかが理解できてい

〇〇〇 7

知 本単元の内容に関して理解する。

思 本単元の内容に関して、多面的・多
角的に考察し、表現する。
学 本単元に関する社会的課題を探求し
ようとしている。

知 日本国憲法の三大原理や様々な権利
が理解できている。
思 社会の変化にともない生じる課題と
日本国憲法の関わりについて、多面的・

態 積極的に授業に参加している。

思 本単元の内容に関して、多面的・多
角的に考察し、表現する。

思 社会の変化の中で、なぜ求められて
きたのかを多面的・多角的に考察し、表

学 本単元に関する社会的課題を探求し
ようとしている。

態 積極的に授業に参加している。

よりよい社会の実現のために社会の課題
を主体的に解決しようとする態度を養う
とともに、公民として国家および社会の
形成に、より積極的な役割を果たそうと
する自覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準単元名

教科の目標

科目の目標

目標

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題
の解決に向けて、概念や理論などについ
て理解する。諸資料から情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

国家及び社会の形成者として必要な選
択・判断の基準となる考え方や概念、理
論などを活用して、課題を把握し説明す
るとともに、判断基準を根拠に構想する
力や、構想したことの妥当性や効果につ
いて、議論し公正に判断して、合意形成
や社会参画に向かう力を養う。

知識及び技能 学びに向かう力、人間性等思考力、判断力、表現力等
人間と社会の在り方に関わる課題につい
て、よりよい社会の実現のために主体的
に解決しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される人間としての在り方生
き方についての自覚、自国を愛しその平
和と繁栄を図ることや、各国が相互に主
権を尊重し各国民が協力し合うことの大
切さについての自覚等を深めるようにす

現代の諸課題について、事実を基に概念
等を活用して多面的・多角的に考察した
り、解決に向けて構想したりする力、合
意形成や社会参画を視野に入れながら構
想したことを議論する力を養うようにす
る。

選択・判断の手掛かりとなる概念や理
論、及び倫理、政治、経済等に関わる諸
課題に関して理解するとともに、調査や
諸資料から様々な情報を効果的に調べま
とめる技能を身に付けるようにする。

最新図説 政経

最新 政治・経済

道祖土 道祖土 道祖土 道祖土 道祖土

５組

補助教材

教科書

対象学年

単位数

３学年

２単位

担当者
４組３組２組１組

教科・科目 公民・政治・経済
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２学期

〇〇〇 1

〇〇〇 1

３学期

〇〇〇 1

指導目標 知=知識及び技能 思=思考力、判断力、表現力等 学=学びに向かう力、人間性等

評価規準 知=知識・技能 思=思考・判断・表現 態=主体的に学習に取り組む態度

期末考査

7

7
思 本単元の内容に関して、多面的・多
角的に考察し、表現する。

思 近年の経済情勢をふまえた課題につ
いて、多面的・多角的に考察し、表現で

学 本単元に関する社会的課題を探求し
ようとしている。

態 積極的に授業に参加している。

〇〇〇
思 本単元の内容に関して、多面的・多
角的に考察し、表現する。

思 日本経済の現状や課題、今後の展望
について、多面的・多角的に考察し、表

学 本単元に関する社会的課題を探求し
ようとしている。

態 積極的に授業に参加している。

現代の国際経済

知 本単元の内容に関して理解する。
貿易と国際収支
外国為替市場のしくみ
経済協力と日本の役割

知 貿易の2つの理論、外国為替、先進国
の取組が理解できている。

〇〇〇

期末考査

現代の日本経済
と福祉の向上

知 本単元の内容に関して理解する。 日本経済の成長と課題
消費者問題
労働問題と労働者の権利

知 戦後の復興期から高度経済成長期へ
の流れ、消費者の権利、労働者の権利が

現代の経済社会

知 本単元の内容に関して理解する。

財政の役割と租税
日本の財政の課題

知 財政の意味や財政の3つの機能が理解
できている。

〇〇〇 8
思 本単元の内容に関して、多面的・多
角的に考察し、表現する。

思 公正な税制の在り方や財政危機の状
況や債務の累積が何をもたらすのかにつ

学 本単元に関する社会的課題を探求し
ようとしている。

態 積極的に授業に参加している。

〇〇〇 7
思 本単元の内容に関して、多面的・多
角的に考察し、表現する。

思 金融政策が経済活動にどのような影
響を与えるかについて、多面的・多角的

学 本単元に関する社会的課題を探求し
ようとしている。

態 積極的に授業に参加している。

中間考査

現代の経済社会

知 本単元の内容に関して理解する。

金融の役割
日本銀行の役割

知 金融の概念を理解し、金融の自由化
や国際化の流れが理解できている。

現代の経済社会

知 本単元の内容に関して理解する。 経済主体と市場の働き
企業の役割
国民所得

知 3つの経済主体間の経済循環と市場メ
カニズム、企業の役割、国民所得の指標

〇〇〇 9
思 本単元の内容に関して、多面的・多
角的に考察し、表現する。

思 市場にはなぜ効率性があるのか、市
場の限界、国民所得の指標がどう関係し

学 本単元に関する社会的課題を探求し
ようとしている。

態 積極的に授業に参加している。

〇〇〇 7
思 本単元の内容に関して、多面的・多
角的に考察し、表現する。

思 経済のグローバリゼーションの課題
について、多面的・多角的に考察し、表

学 本単元に関する社会的課題を探求し
ようとしている。

態 積極的に授業に参加している。

現代の経済社会

知 本単元の内容に関して理解する。 経済活動の意義
経済社会の変容
経済主体と市場の働き

知 資本主義経済の基本的なしくみや特
徴、社会主義経済の特徴を対比的に理解


